
関西近世考古学研究会第32回大会案内 

 

「19 世紀における陶磁器⽣産と消費」 
 

１）開催趣旨 

18世紀後葉から各地で新たに始まった陶磁器生産は、19世紀に入ってさらに盛んになり、幕末期にかけて

まさに百花繚乱な様相になったといえる。 

 当該期における陶磁器の生産・消費に関しては、1994・2002 年にも当研究会のテーマとしてとりあげた。

それから20年経ち、肥前・瀬戸美濃の二大生産地ではさらに研究が進み、生産器種の変遷の細分化、生産技

術の出現時期などの研究もおこなわれ、消費地遺跡での年代観を検討する上で採用されている。また、2002

年の大会で、関西諸窯の陶磁器が18世紀後葉以降に大きくシェアを広げたことが明らかとなったが、生産状

況や技術的系譜など不明な点もあった。近年、窯跡・窯道具の特徴から、窯はいくつかの技術的系譜に分か

れることがわかり、製品の特徴などから窯の特定につながっている。とはいえ、膨大な陶磁器資料を目の前

に、消費地では産地を認識しきれないという実態もある。 

このため、今回の大会では二大生産地である肥前・瀬戸美濃のほか、畿内・四国・中国地方の窯をとり上

げ、生産状況や生産器種から特徴を提示し、関西周辺の代表的な消費地での一括資料を中心に消費状況を考

察する。これにより、関西圏における幕末期にかけての生産と消費の実態をより明らかに提示することが本

大会の趣旨である。 

 

２）開催方法と開催日 

開催方法： 対面で実施します。 

 

開 催 日： 2022 年 12月 3日（土）・4日（日） 

 

３）開催地 

開催地：大手前大学さくら夙川キャンパス E104教室（Ｅ棟１階） 

    〒662－8552 西宮市御茶屋所町6－42 

http://www.otemae.ac.jp/ 

 

（アクセス）：阪急夙川駅から南へ徒歩10分、JRさくら夙川駅から西へ徒歩10分、 

阪神香枦園駅から北へ徒歩10分 

 

４）参加申し込み 

 参加を希望される方は、以下の手順で事前申込を行って下さい。定員は70名（申し込み先着順）です。 

 

■申込み方法： メールでの申込み 

■記載内容： ①氏名（必須） ②所属（任意） ③連絡先メールアドレス（必須） 

■申 込 先： taikai@kankinken1989.sakura.ne.jp 

■申込期限： 2022 年 11月 30日（水） 



５）遺物検討について 

今回の大会では、実際の遺物を前に検討する時間を設けます。大会参加者の皆様の中で出土遺物を大会会

場まで持参していただける方がいらっしゃれば、事前に申し込みのうえ、ぜひお願いいたします。 

※ただし、当会からの借用依頼文発出は致しかねます。また、持参いただいた資料の管理については、持参

者の責任でお願いいたします。 

 

■遺物持参の申込み方法： メールでの申込み 

■記載内容（全項目必須）： ①氏名 ②所属 ③連絡先メールアドレス ④遺物の概要（時代、量など） 

■申込期日： 2022 年 11月 27日（日） 

 

６）新型コロナウイルス感染症対策 

 今大会では以下の感染症対策を講じますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

■会場では不織布製マスクの着用が必須です。健康上の理由等により不織布製マスクの着用が難しい場合

は、事前にご連絡ください。 

■37.5度以上の発熱や咳など、体調に不安のある方は来場をご遠慮ください。 

■大会当日は、会場受付において、検温計で体温を測定させていただきます。体温が 37.5 度以上の方に

は、出席をご遠慮いただく場合があります。 

■会場に設置された消毒液で手指の消毒を励行してください。 

■会場は換気を致しますので、各自で防寒対策を講じてください。 

 

７）そのほか 

■宿泊について： 大学周辺にはなく、大阪駅・三ノ宮駅周辺にございますので、各自で予約願います。 

■懇親会について： 当研究会としては実施しません。 

■開催方法等について：現状では上記の開催方法、及び次頁のプログラムでの実施を予定していますが、

新型コロナウイルスの感染状況等により、今後変更する可能性があります。開催方法を変

更する場合は参加申込者にメールにてご連絡いたしますので、各自、メールのご確認をお

願いいたします。 



【大会プログラム】 

第一日目 12月 3日（土） 

13:00  受付開始 

 13:30  開会挨拶  松尾信裕 

 13:35  共催挨拶  森下章司 氏 

 13:40  事務連絡  事務局 

 13:45  問題提起  赤松和佳「19世紀における陶磁器生産と消費における問題提起」 

14:00  報告 1（生産遺跡） 金子健一 氏「江戸時代瀬戸窯の磁器生産 

‐量産された碗・皿類を中心として‐」 

14:40  報告 2（生産遺跡） 山本文子 氏「江戸後期における肥前陶磁生産の様相」 

  15:20  （休憩）・・・個別で遺物検討 

 15:40  報告 3（生産遺跡） 片山博道 氏「萩における19世紀の陶磁器生産」 

 16:20  報告 4（消費遺跡） 赤松和佳「19世紀の消費遺跡における陶磁器の産地分類基準について」 

 17:00  事務連絡  事務局 

 17:10   （散会） 

 

第二日目 12月 4日（日） 

  9:30  受付開始 

  9:55  事務連絡  事務局 

 10:00  報告 5（消費遺跡） 渡邉晴香「近畿出土の19世紀陶磁器の様相について」   

 10:40  報告 6（消費遺跡） 小田木富慈美「19世紀の大坂における陶磁器消費の様相」 

11:20   報告 7（消費地跡） 加藤雄太「19世紀京都の陶磁器諸相」 

12:00   （昼食・休憩・・・その後は暫時個別で遺物検討） 

 12:50   遺物検討 

13:30  討論（司会 川口宏海・赤松和佳） 

15:00  閉会挨拶  松尾信裕 

15:05  事務連絡  事務局 

 15:10  （散会） 

 

【紙上報告】 

生産遺跡：畑中英二・稲本悠一・倉澤佑佳 氏「湖東焼」 

     義則敏彦 氏「新宮焼と桃形鉢」 

榊原博英 氏「石見焼」 

石岡ひとみ 氏「砥部焼」 

 

消費遺跡：原田健司・伊藤蔵之介 氏「信州松本における陶磁器の出土傾向について」 

     濵﨑 健 氏「名古屋城下町と名古屋城下近郊における19世紀の陶磁器様相」 

     須藤 梢・濵辺一機 氏「桑名城下町出土の陶磁器‐江戸後半期を中心として‐」 

井馬好英 氏「和歌山城下およびその周辺の様相」 

宇野雄貴 氏「19世紀 伊丹郷町の陶磁器様相」 

渡邊昭人 氏「亀居城関連遺跡」 

竹内裕貴 氏「丸亀城下町における19世紀の陶磁器様相について」 

 

 

 



【アクセス】 

 ⼤⼿前⼤学 さくら夙川キャンパス所在地 

 

 
さくら夙川キャンパス内施設 

 

 


